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五
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
蜘

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

電
話
㈹
〇
三
一
ゴ

鷺
以
麟
省
宙
爪
山
県
…
　
三
七
六
〇
〇

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
別
所
弘
因

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
朴

芸
・
能
・
雑
・
話

西

　
佐
賀
直
子
と
い
う
歌
手
が
い
る
。
佐

賀
県
出
身
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
一
昨

年
秋
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
に
入
社
し
た

の
だ
が
、
美
貌
で
声
も
い
い
。
佐
賀
君

の
家
は
、
真
宗
の
お
寺
で
あ
る
。
然
し

そ
れ
が
判
っ
た
の
は
後
の
こ
と
で
、
そ

れ
は
、
彼
女
を
芸
能
週
刊
誌
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
連
れ
て
い
っ
た
時
で
あ
る
。

型
通
の
記
者
と
の
一
問
一
答
で
、
た
ま

た
ま
「
お
父
…
様
の
お
仕
事
は
」
と
聞
か

れ
た
時
、
彼
女
「
あ
の
お
」
と
、
も
じ

も
じ
。
私
も
「
ど
う
し
た
の
、
早
く
答

え
な
さ
い
」
　
「
で
も
、
い
や
だ
わ
」
記

者
「
な
ぜ
？
」
彼
女
、
思
い
切
っ
た
よ

う
に
「
こ
れ
、
書
か
な
・
い
で
下
さ
い
ね
。

父
、
お
寺
の
住
職
で
す
の
。
」
ど
う
に

も
怪
し
か
ら
ん
話
し
で
、
何
が
1
1
い
や

だ
わ
”
で
、
何
が
1
1
書
か
な
い
で
”
だ
。

そ
こ
で
、
　
「
私
も
今
、
お
寺
の
住
職
も

務
め
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
話
す
と
、
彼

女
目
を
ま
ん
丸
く
し
て
驚
ろ
い
た
が
、

そ
れ
以
来
大
い
に
自
信
を
得
た
様
で
あ

る
。
そ
の
佐
賀
君
が
吹
込
ん
で
大
ヒ
ッ

ト
し
た
の
が
韓
国
民
謡
の
「
ア
リ
ラ
ン
」

と
「
ト
ラ
ジ
」
だ
が
、
そ
れ
に
は
こ
ん

寸ネ

輝

成

な
話
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
っ

て
以
来
、
何
彼
と
彼
女
を
バ
ッ
ク
・
ア

ッ
プ
し
て
き
た
が
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
も

な
ん
と
か
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
い
と
考
え

た
。
そ
れ
に
は
、
在
日
韓
国
人
に
P
R

す
る
に
限
る
と
思
い
、
八
方
手
を
尽
し

た
が
、
そ
の
糸
口
を
つ
け
て
く
れ
た
の

が
中
外
日
報
の
阿
部
記
老
と
、
日
本
尼

僧
団
理
事
長
の
小
島
賢
道
尼
で
あ
る
。

私
の
説
明
で
、
仏
教
界
出
身
の
歌
手
な

ら
、
是
非
力
に
な
り
ま
し
よ
う
と
、
其

の
後
渡
り
が
つ
い
た
の
が
、
在
日
大
韓

民
国
婦
人
会
中
央
総
本
部
会
長
の
呉

基
交
女
史
で
あ
る
。
こ
の
呉
　
女
史
は

大
の
仏
教
信
者
で
、
仏
教
を
通
じ
て
日

韓
親
善
を
願
っ
て
い
る
方
で
あ
る
。
こ

の
強
国
婦
人
会
員
五
万
人
の
支
援
を
受
け
る

に
及
び
、
レ
コ
ー
ド
の
売
行
が
急
上
昇

出
演
依
頼
も
殺
倒
し
て
、
佐
賀
君
大
い

に
感
激
、
一
層
の
励
み
と
な
っ
た
次
第

で
あ
る
。
真
に
仏
縁
で
あ
っ
た
Q

　
先
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
釈
尊
降
誕

花
ま
つ
り
大
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
第
一

部
　
式
典
。
第
二
部
　
法
楽
、
主
催
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

基
文
女
史
の
お
力
で
、
在
日
韓
｝
た
が
、
人
気
稼
業
に
は
バ
ン
ク
が
大
切

は
二
部
を
例
年
と
違
え
、
華
や
か
に
し

た
い
と
の
考
え
か
ら
、
私
が
相
談
に
あ

ず
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
初
主
催
者

の
考
え
と
し
て
は
、
仏
教
界
出
身
の
有

名
歌
手
に
好
意
葡
に
出
演
し
て
も
ら
お

う
と
の
事
だ
っ
た
。
歌
手
と
し
て
は
植

木
等
　
森
山
加
代
子
　
三
浦
洗
一
等
々

人
気
ス
タ
ー
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
私

龍
難
詰
飛
賊
鍵
鉾

が
異
な
り
、
且
つ
又
、
忙
が
し
い
連
中

を
同
一
会
場
に
集
め
て
の
シ
ョ
ー
に
組

む
む
ず
か
し
さ
と
困
難
さ
。
そ
れ
と
も

う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
歌
手
は

　
　
　
　
　
　
や

筆
舌
で
は
尽
し
難
い
苦
労
と
辛
酸
の
末

ス
タ
ー
の
座
を
養
得
し
た
の
で
あ
る
。

其
の
間
我
々
仏
教
界
は
、
彼
等
に
何
の

力
添
を
し
た
か
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
放
送

に
出
れ
ば
皆
に
教
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
合

せ
る
と
か
、
舞
台
が
あ
れ
ば
動
員
し
て

聞
き
に
行
く
と
三
帰
人
気
投
票
す
る
と

か
。
と
考
え
る
と
、
今
更
関
係
を
持
出

し
て
お
車
代
で
の
出
演
を
依
頼
す
る
に

忍
び
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
音
心
見
に
は

主
催
者
も
全
く
伺
感
で
、
急
拠
キ
ン
グ

歌
謡
シ
ョ
ー
一
本
に
し
ぼ
る
こ
と
に
決

定
し
た
。
そ
し
て
氷
雨
降
る
四
月
八
目

日
比
谷
公
会
堂
に
於
て
満
員
の
大
衆
の

も
と
、
意
義
深
く
、
且
つ
キ
ン
グ
豪
華

　
　
　
　
　
　
ヘ

メ
ソ
バ
ー
を
集
め
、
華
や
か
に
挙
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
9

　
私
が
駒
大
を
出
て
キ
ン
グ
に
入
っ
て

十
年
。
数
多
く
a
芸
能
人
と
接
し
て
き

　
　
　
　
　
　
｝

　

一
全
国
の
仏
教
徒
述
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
す

一
れ
ぽ
、
三
橋
美
智
也
の
三
人
や
五
人
忽

ち
出
現
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
疑
い
な
し
。

大
い
に
御
協
力
を
お
願
い
致
す
次
第
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
曹
洞
宗
　
信
松
院
住
職
、
現
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
宣
伝
課
勤
務
）

嘲
年
一
度
の
全
仏
教
徒
の
結
集
に
挙
っ
て
参
加
致
し
ま
し

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
と
　
き
　
昭
和
三
十
八
年
六
月
三
日
・
四
日
（
二
日
間
）

嘲
、
と
こ
ろ
　
福
岡
市
電
気
ホ
ー
ル

一
、
日
　
程
　
第
一
日
　
午
前
八
時
受
付
開
始

　
　
　
　
　
　
　
第
二
日
　
午
前
八
時
～
正
午
迄

申出
　　加

込費

迫る！第十一回九州大会

七
〇
〇
円
（
全
仏
宛
）

四
月
末
日
（
但
し
、
定
員
一
千
五
百
名
に

達
し
た
時
は
随
時
〆
切
る
）

、
観
光
六
月
四
日
午
後
一
時
出
発

］

ノ
・る
迫
（
市
内
及
び
九
州
一
周
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
コ
ー
ス
）

一
、
備
　
考
　
参
加
費
は
骨
仏
へ

　
　
　
　
　
　
　
観
光
、
宿
泊
は
、
費
用
を
添
え
て
九
州
大

　
　
　
　
　
　
　
会
事
務
局
（
福
岡
市
大
濠
町
本
願
寺
会
館

　
　
　
　
　
　
　
内
）
宛

　
　
　
　
　
　
　
不
明
の
点
は
全
隊
又
は
九
州
大
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
へ
御
照
会
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀾
畑
全
日
本
仏
教
会

若
　
葉
　
の

　
　
　
　
九
　
州
　
観
　
光
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
よ
う

第十一回大会のポスター
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中
国
仏
教
協
会
代
表
招
く

　　

嵂
ｱ
理
事
会
で
決
め
る

　
　
　
　
　
　
時
局
協
議
会
分
科
会
も
構
成

　
常
務
理
事
会
は
四
月
十
一
日
午
後
二

時
廿
五
分
か
ら
東
京
港
区
の
曹
洞
宗
宗

務
庁
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
左
の

議
案
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
た
。

　
　
議
　
　
二

輪、

ｧ
教
東
漸
七
十
年
記
念
会
よ
り
の

　
申
入
れ
の
件

　
　
本
議
案
に
つ
い
て
栗
本
局
長
よ
り

　
説
明
が
あ
り
、
つ
い
で
東
漸
記
念
会

　
の
財
産
監
理
委
員
長
阿
部
竜
伝
氏
よ

　
り
、
記
念
会
も
所
期
の
目
的
を
達
成

　
し
、
本
年
は
七
十
一
年
に
入
る
の
で

　
こ
の
際
記
念
会
を
全
仏
に
於
て
吸
収

　
合
併
し
て
ゆ
き
た
い
。
之
が
実
行
さ

　
れ
れ
ぽ
記
念
会
は
解
散
す
る
。
そ
れ

　
に
伴
な
い
付
器
其
他
の
雑
品
は
四
仏

　
に
移
管
し
た
い
。
敷
金
拾
五
万
円
は

　
そ
の
ま
ま
据
置
き
に
し
、
記
念
会
に

　
替
っ
て
全
仏
が
総
て
肩
替
り
す
る
事

　
を
神
田
寺
と
交
渉
し
て
い
る
と
詳
細

　
に
亘
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。
終
っ

　
て
平
林
常
務
理
事
よ
り
、
付
上
其
他

　
を
全
仏
へ
移
管
す
る
条
件
は
何
か
、

　
と
質
問
が
あ
り
、
阿
部
理
事
よ
り
、

　
記
念
会
の
事
業
を
継
続
し
（
呉
れ
る

　
事
を
前
提
と
す
る
と
回
答
が
な
さ

　
れ
、
そ
の
生
餌
、
三
の
質
疑
が
あ
っ

　
た
が
、
結
局
記
念
会
よ
り
の
申
入
れ

　
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
受
入
れ
る
こ

　
と
に
異
議
な
く
決
定
し
た
。
な
お
記

　
念
会
の
使
用
し
た
神
田
寺
の
一
室
は

　
四
仏
時
局
対
策
協
議
会
の
分
室
と
し

　
て
当
分
の
間
使
用
す
る
こ
と
も
承
認

決
定
さ
れ
た
。

二
、
鑑
真
和
上
遺
徳
奉
賛
会
よ
り
の
申

入
れ
の
件

　
　
当
局
よ
り
二
月
廿
二
日
付
奉
賛
会

　
よ
り
の
要
望
に
つ
い
て
、
全
仏
よ
り

　
四
月
八
日
付
に
て
左
の
三
点
を
回
答

　
し
た
旨
報
告
し
了
承
を
得
た
。

　
①
鑑
真
和
上
遺
徳
奉
賛
法
要
を
二
仏

　
　
が
主
催
す
る
。

　
②
右
奉
賛
会
の
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　
は
、

　
　
賛
か
否
か
を
決
め
る
。

　
⑧
五
月
四
日
の
奉
賛
会
の
記
念
講
演

　
　
会
を
露
仏
は
協
賛
す
る
。
以
上

　
　
な
お
右
奉
賛
野
壷
会
式
に
対
し
て

　
は
全
仏
名
に
て
祝
辞
を
贈
る
。
ま
た

　
こ
れ
に
対
す
る
招
待
に
は
夫
々
個
人

　
の
資
格
で
参
加
自
由
と
す
る
の
二
点
｝

　
も
確
認
さ
れ
た
。

三
、
其
の
他

　
①
中
国
仏
教
協
会
代
表
招
請
の
件

　
　
石
川
局
長
よ
り
四
月
五
日
全
仏
事

　
　
務
局
へ
着
い
た
中
国
仏
教
協
会
よ
一

　
　
り
の
電
報
を
披
露
（
中
国
仏
教
代
・

　
　
表
四
聖
が
五
月
上
旬
二
週
間
訪
日

　
　
し
た
い
由
）
し
、
．
雪
仏
と
し
て
は

　
　
鑑
真
和
上
奉
賛
会
の
方
針
と
は
全

　
　
た
く
別
個
な
も
の
と
し
、
昭
和
升
一

　
　
二
年
九
月
中
国
側
の
招
請
に
応
じ
一

　
　
て
中
国
を
訪
問
し
た
日
本
仏
教
代

　
民
団
に
対
す
る
答
礼
の
意
味
を
も

　
　
ち
招
く
も
の
で
あ
る
。
招
請
期
間

　
　
は
五
月
上
旬
に
二
週
間
、
人
員
は

　
四
名
と
す
る
こ
と
等
を
報
告
し
了
・

　
承
を
求
め
た
。
な
お
接
待
費
用
や

　
旅
行
日
下
等
に
つ
い
て
は
種
々
関

　
係
者
と
協
議
の
上
進
め
て
行
く
旨

　
報
告
し
石
川
局
長
の
右
試
案
に
対

　
し
て
全
員
異
議
な
く
賛
成
し
た
。

　
　
②
時
局
対
策
協
議
会
分
科
会
講
成
案

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
当
局
よ
り
原
案
を
提
出
、
了
承

　
　
　
さ
れ
た
。
な
お
分
科
会
の
招
集
は

　
　
　
会
長
が
当
る
こ
と
、
委
員
に
必
要

　
　
　
あ
る
場
合
は
、
逐
次
補
充
す
る
こ

一

～
欝
嬰
襲
撫
轄

｝
　
　
る
こ
と
等
が
夫
々
承
認
決
定
さ
れ

た
。

　
終
っ
て
署
名
委
員
に
平
林
宥
高
、
岩

醇
真
雄
両
常
務
理
事
が
指
名
さ
れ
、
金

剛
理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
三
時
五
十
分

そ
の
度
毎
に
協
議
の
上
で
協
「
散
会
と
な
っ
た
。
当
日
の
出
席
者
は

　
　
金
剛
秀
一
、
平
林
宥
高
、
倉
持
秀
峰

長
岡
慶
信
、
岩
野
真
雄
、
阿
部
竜
伝
、

金
子
弁
浄
（
代
）
、
野
村
宗
春
の
各
常

．
務
理
事
、
白
山
総
長
、
栗
本
、
狩
野
、

石
川
各
局
長
、
別
所
、
岩
本
、
柳
各
部

長
、
伊
東
、
相
馬
、
…
鎌
田
主
事
、
福
井

書
記
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
な
お
時
局
協
議
会
分
科
会
構
成
は
次

　
の
と
お
り
。

　
第
軸
分
科
会
（
組
織
、
調
査
ほ
か
）

会
長
　
松
本
徳
明
、
委
員
　
訓
覇
信
雄

　
平
林
宥
高
、
清
水
祐
之
、
野
村
宗
春

　
伊
藤
道
機
、
吉
田
敬
直
、
山
本
洋
一

　
摩
尼
清
之
、
三
原
信
一
、
松
浦
勝
道

　
壬
生
台
舜
、
幹
事
　
大
塚
正
芳
、
森

　
閣
竜
、
門
屋
大
寿
、
服
部
松
斉
、
峰

　
岸
広
哉
、
安
居
香
山
、
泰
本
融
、
事

　
務
局
岩
本
昭
典
、
相
馬
広
済
、
第

　
二
分
科
会
（
研
修
、
出
版
ほ
か
）

会
長
　
阿
部
竜
伝
、
委
員
　
上
野
頼
栄

末
広
愛
邦
、
長
岡
慶
信
、
岩
野
真
雄

友
松
円
諦
、
塩
入
亮
忠
、
増
永
霊
鳳

真
漢
義
貫
、
久
保
田
正
文
、
西
義
雄

村
野
宣
忠
、
常
光
浩
然
、
幹
事
　
竹

中
信
常
、
塩
入
亮
達
、
小
沢
照
禧
、

塩
田
隆
雄
、
橋
爪
良
恒
、
船
出
暉
子

小
瀬
川
亮
晃
、
事
務
局
　
柳
了
堅
、

鎌
田
良
昭
　
　
第
三
分
科
会
（
墓
地

　
権
益
問
題
ほ
か
）

会
長
　
白
山
亮
一
、
委
員
　
太
田
淳
昭

　
清
田
寂
坦
、
倉
持
秀
峰
、
金
子
弁
浄

　
井
上
恵
行
、
大
塚
弘
、
川
田
聖
見
、

来
馬
道
断
、
吉
本
道
観
、
三
宅
桂
仙

幹
事
　
蓮
池
東
洋
、
下
宮
高
俊
、
鈴

木
敏
範
、
高
山
宥
進
、
稲
沢
浄
光
、

北
之
内
真
竜
、
吉
井
浄
仙
、
事
務
局

別
所
弘
因
、
伊
東
上
瓦
、
福
井
清
俊

　
な
お
委
員
幹
事
は
若
干
の
増
員
の

見
込
み
あ
り
。
全
仏
各
局
長
は
分
科

会
全
体
を
所
掌
す
る
た
め
、
特
に
名

前
を
あ
げ
て
い
な
い
。
　
　
以
上

　
　
国
際
委
員
会
開
く

　
　
　
　
中
国
代
表
招
請
を
審
議

　
全
仏
緊
急
国
際
委
員
会
（
村
野
宣
忠

委
員
長
）
は
、
四
月
十
七
日
午
後
三
時

半
か
ら
東
京
築
地
レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ボ

イ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
左
の
諮
問
事

項
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し
た
。

　
　
諮
問
事
項

鳳、

?
装
ｧ
教
協
会
代
表
招
請
に
関
す

　
　
る
件

　
ま
つ
石
川
国
際
局
長
が
開
会
の
挨
拶

を
な
し
、
つ
い
で
村
野
委
員
長
の
要
請

に
よ
っ
て
、
本
件
の
経
過
説
明
が
石
川

局
長
よ
り
詳
細
に
亘
っ
て
な
さ
れ
た
。

つ
い
で
当
局
案
と
し
て
同
局
長
よ
り
、

①
招
請
者
は
全
仏
、
②
中
国
代
表
は
四

名
、
③
期
間
は
一
応
五
月
四
日
か
ら
二

週
間
な
ど
が
提
出
さ
れ
夫
々
確
認
を
得

た
。
な
お
接
待
予
算
に
つ
い
て
は
、
訪

中
使
節
十
六
名
の
推
薦
母
体
を
中
心
に

し
て
措
置
を
講
じ
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ

異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。
次
い
で
歓
迎

実
行
委
員
会
等
の
書
成
に
つ
い
て
当
局

案
を
諮
っ
た
が
、
結
論
に
至
ら
ず
、
全

仏
の
機
関
に
諮
っ
た
上
で
決
定
す
る
事

に
意
見
が
一
致
し
た
。
な
お
終
っ
て
質

疑
応
答
に
入
り
、
各
国
際
委
員
や
、
訪

中
使
節
か
ら
多
数
の
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
が
、
結
論
と
し
て
は
、
政
治

を
離
れ
た
考
え
を
つ
ら
ぬ
き
、
純
粋
に

仏
教
を
通
じ
て
の
両
国
仏
教
徒
の
友
好

親
善
を
増
進
す
る
と
云
う
、
全
仏
の
基

本
線
を
固
持
す
る
こ
と
、
中
国
代
表
の

歓
迎
に
万
全
を
つ
く
す
こ
と
等
を
申
し

合
せ
、
午
後
四
時
五
十
五
分
散
会
し
た

な
お
全
仏
と
し
て
は
近
々
、
歓
迎
実
行

委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
。

　
当
日
出
席
者
は
、
村
野
宣
忠
、
菅
原

恵
慶
写
桜
井
栄
章
、
五
島
行
宣
、
松
浦

竜
ぼ
ん
、
の
各
委
員
、
船
口
暉
子
、
五

十
嵐
賢
隆
、
中
三
教
篤
、
高
階
酒
仙
（
代
）

の
元
訪
中
使
節
団
員
、
金
剛
理
事
長
、

栗
本
、
狩
野
、
石
川
局
長
、
岩
本
柳
部

長
、
鎌
田
主
事
。

　
な
お
、
四
月
二
十
五
日
午
後
一
時
か

ら
京
都
東
本
願
寺
に
お
い
て
、
関
西
側
一

の
運
営
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
・

っ
て
い
る
が
、
腰
差
か
ら
も
柳
国
際
部

長
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
五
月
四
～
六
日
迄

　
　
　
「
鑑
真
慰
ホ
」
増
上
寺
で

　
浄
土
宗
大
本
山
の
東
京
芝
増
上
寺
で

は
、
五
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
増
上
寺

会
館
に
お
い
て
、
鑑
真
祭
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
〇

　
五
月
四
日
は
午
前
九
時
か
ら
四
時
に

亘
っ
て
、
　
一
日
授
戒
会
が
椎
尾
弁
匡
大

僧
正
が
戒
師
と
な
っ
て
営
ま
れ
る
。

　
五
月
五
日
は
午
後
一
時
よ
り
「
鑑
真

和
上
と
教
育
」
と
題
す
る
講
演
会
が
開

か
れ
、

　
五
月
六
日
に
は
法
要
が
行
わ
れ
、
贈

授
戒
、
回
向
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
東
大
寺
で
盛
大
な
法
要

　
奈
良
東
大
寺
で
は
五
月
六
日
に
鑑
真

和
上
の
三
徳
を
奉
賛
し
て
、
一
山
あ
げ

て
盛
大
な
る
記
念
ま
要
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　、”
r’
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…
時
局
対
策
協
議
会

第
一
回

幹
事
会
開
催

三
部
会
に
分
け
る
事
を
決
め

　
全
集
時
局
対
策
協
議
会
の
第
一
回
幹
一

事
会
は
四
月
二
日
午
後
二
時
か
ら
東
京

港
区
の
曹
洞
宗
々
務
庁
を
会
場
に
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
会
は
栗
本
総
主
事
（
全
仏
総
務
局
長
）

の
開
会
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
出
席
各
幹
「

事
の
自
己
紹
介
が
な
さ
れ
直
ち
に
議
題
．

に
入
っ
た
。

　
　
議
　
題

剛、

幕
ﾆ
項
目
の
所
掌
に
つ
い
て

　
時
局
協
議
会
の
目
的
事
項
の
六
項
目

を
夫
々
二
項
目
つ
つ
分
科
会
に
分
け
る

こ
と
に
し
、
名
称
を
第
一
か
ら
第
三
分

科
会
と
す
る
こ
と
を
当
局
案
と
し
て
提

出
し
幹
事
会
の
了
承
を
得
た
。
な
お
栗

本
総
主
事
よ
り
各
項
目
に
つ
い
て
の
内

容
説
明
が
な
さ
れ
再
確
認
を
得
た
。

　
因
み
に
第
一
、
第
二
、
第
三
分
科
会

の
各
自
的
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　
第
一
分
越
会
（
組
織
、
調
査
）

　
○
時
局
に
対
処
す
る
仏
教
諸
問
題
の

　
　
情
報
、
資
料
の
蒐
集

　
○
排
他
的
宗
教
団
体
の
非
仏
教
運
動

　
　
の
調
査
研
究
。
　
（
仏
教
含
量
を
振

　
　
興
し
、
教
化
活
動
を
積
極
化
し
て

　
　
仏
教
運
動
の
關
明
と
純
正
化
を
期

　
　
す
る
）

　
第
二
分
科
会
（
出
版
、
研
修
）

　
○
仏
教
理
念
を
基
調
と
す
る
政
治
、

　
　
経
済
、
教
育
の
綜
合
的
対
策

　
○
交
書
、
出
版
、
講
演
、
研
修
等
そ

　
　
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
る
広
報
活

　
　
動

　
第
三
分
科
会
（
墓
地
、
権
益
）

　
○
寺
院
経
済
の
紐
帯
で
あ
る
檀
信
徒

る
…

　
　
　
組
織
の
再
編
成
へ
の
調
査
研
究

　
　
○
寺
院
墓
地
、
解
放
農
地
、
宗
教
法

　
　
　
人
権
益
問
題
等
の
政
治
的
解
決
策

　
・
な
お
こ
こ
で
金
剛
委
員
長
（
理
事
長
）

　
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
、
一
層
の
協
力
方

　
が
要
請
さ
れ
た
。
終
っ
て
質
疑
応
答
に

　
移
り
、
各
幹
事
よ
り
活
溌
な
意
見
や
要

・
望
事
項
が
述
べ
ら
れ
、
限
ら
れ
た
期
問

　
に
最
大
の
力
を
結
集
し
て
対
新
興
宗
教

　
（
排
他
的
宗
教
団
体
）
対
策
を
中
心
に

対
処
し
て
φ
く
こ
と
を
申
し
合
せ
、
松

　
本
徳
明
、
阿
部
竜
伝
両
副
委
員
長
よ
り

本
来
の
仏
教
の
姿
を
打
ち
出
す
べ
く
努

力
し
て
行
き
た
い
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ

白
山
亮
一
副
委
員
長
の
閉
会
の
辞
で
、

午
後
四
時
四
十
五
分
に
散
会
と
な
っ
た

　
　
な
お
各
分
科
会
に
配
属
さ
れ
る
幹
事

は
、
そ
れ
ぞ
れ
其
の
希
望
に
従
っ
て
配

置
が
決
め
ら
れ
、
各
副
委
員
長
が
各
分

科
会
へ
、
ま
た
時
局
協
議
会
の
委
員
の

中
か
ら
常
任
委
員
を
夫
々
各
分
科
会
へ

配
置
さ
れ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
こ
れ

ら
は
追
っ
て
正
式
機
関
に
諮
っ
た
上
で

決
定
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
当
日
出
席
者
は

　
橋
爪
良
恒
、
杉
谷
義
周
、
鈴
木
敏
範

．
稲
沢
浄
光
、
北
之
内
真
竜
、
吉
井
浄
仙

一
安
居
香
山
、
小
沢
黒
糖
、
別
所
弘
因
、

一
柳
了
堅
、
門
屋
大
寿
、
船
室
瞳
子
、
蓮
．

池
東
洋
の
各
幹
事
、
松
本
徳
明
、
阿
部
竜
．

伝
、
白
山
亮
一
各
副
委
員
長
、
金
剛
秀

　
一
委
員
長
、
栗
本
俊
道
総
主
事
、
石
川

狩
野
両
委
員
、
伊
東
、
相
馬
、
鎌
田
、

福
井
（
順
序
不
同
敬
称
略
）
．

時
局
対
置
分
科
会
開
催

　
全
書
時
局
協
議
会
幹
事
会
の
第
二
分
一

科
会
（
会
長
阿
部
竜
伝
氏
）
で
は
、
四

月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
東
京
千

代
田
区
神
田
の
神
田
寺
内
仏
教
文
化
セ
．

ン
タ
ー
に
お
い
て
会
議
を
開
き
、
左
の

案
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
　
協
議
題

一、

蒼
熾
ｶ
化
会
議
開
催
に
関
す
る
件

　
当
日
は
第
二
分
半
会
常
任
委
員
を
は

じ
め
各
幹
事
が
出
席
し
た
。

　
つ
い
で
第
一
分
科
会
（
会
長
松
本
徳

明
氏
）
は
、
四
月
二
十
七
日
午
前
十
時

か
ら
東
京
芝
高
校
記
念
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　
な
お
第
一
回
第
三
分
科
会
は
、
四
月

十
八
日
午
後
一
時
よ
り
神
田
寺
で
、
第

二
回
の
会
議
は
二
十
五
日
に
同
所
で
夫

々
開
催
さ
れ
た
。
（
詳
細
は
次
号
掲
載
）

桜
の
花
を
送
る

ハ
ワ
イ
仏
教
徒
の
花
ま
つ
り

　
　
全
仏
会
長
祝
辞
も
托
す

　
ハ
ワ
イ
仏
教
徒
連
盟
（
代
表
中
島
真

教
師
）
で
は
、
四
月
七
日
午
前
中
に
ホ

ノ
ル
ル
市
ワ
イ
キ
キ
の
カ
ピ
オ
ラ
ニ
公

園
に
お
い
て
、
盛
大
な
る
「
釈
尊
降
誕

花
ま
つ
り
」
式
典
を
開
催
し
、
約
五
千

名
の
各
宗
派
仏
教
徒
が
集
会
し
た
。
こ

れ
に
先
立
ち
同
連
盟
で
は
ホ
ノ
ル
ル
の

日
本
航
空
支
店
に
対
し
、
日
本
か
ら
桜

の
花
を
送
る
よ
う
依
頼
、
同
支
店
で
は

早
速
こ
れ
に
応
じ
て
東
京
本
社
宛
電
文

に
よ
っ
て
依
頼
越
し
た
。
日
航
側
で
は

直
ち
に
桜
の
受
難
数
本
を
用
意
し
、
日

航
ホ
ス
テ
ス
に
托
し
て
四
月
六
日
午
前

十
時
羽
田
発
の
日
航
…
機
に
積
み
こ
み
、

当
日
ホ
ノ
ル
ル
へ
と
ど
け
た
も
の
で
あ

る
。　
な
お
全
仏
で
ば
こ
の
機
に
際
し
て
、

　
大
谷
会
長
名
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
ハ

．
ワ
イ
仏
教
徒
連
盟
あ
て
に
送
っ
た
。
メ

　
ッ
セ
ー
ヂ
と
桜
の
花
は
共
に
当
日
の
日

　
［
航
ホ
ス
テ
ス
に
寄
托
し
た
。

　
　
埼
玉
青
少
年
協
議
会
結
成
さ
る

　
　
　
会
長
に
倉
持
秀
峰
師
就
任

　
　
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
埼
玉
県
支

部
の
結
成
式
は
三
月
三
十
一
日
午
後
一

時
か
ら
、
浦
和
市
農
林
会
館
ホ
ー
ル
に

各
地
仏
教
会
代
表
三
百
名
が
集
っ
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　
　
式
は
別
所
弘
仁
氏
の
司
会
で
進
行
し

一
開
会
の
辞
を
稲
岡
覚
順
氏
が
の
べ
、
つ

一
い
で
勤
行
に
入
っ
た
。
終
っ
て
座
長
選

　
出
が
あ
り
、
本
部
事
務
総
長
平
林
宥
高

　
氏
（
豊
山
派
総
長
）
の
挨
拶
に
つ
い
で

一
経
過
報
告
、
規
約
、
役
員
の
発
表
、
宣

「
誓
文
の
発
表
が
あ
り
、
正
力
読
売
新
聞

社
主
、
金
剛
秀
一
埼
二
期
理
事
長
、
栗

原
埼
玉
県
知
事
、
大
沢
雄
一
衆
議
院
議

員
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
の
ち
、
倉
持
秀

峰
新
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
終
っ
て
記

念
講
演
と
し
て
、
文
部
省
社
会
教
育
専

問
員
の
中
島
俊
教
氏
か
ら
「
青
少
年
教

化
の
諸
形
態
」
と
題
す
る
話
し
が
あ
り

終
っ
て
午
後
三
時
か
ら
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

　
に
移
り
、
埼
青
教
の
発
足
を
祝
っ
て
乾
一

賢
し
た
。

溺
慶
信
東
京
仏
教
早
牛
妻
導
麺
よ

東
京
花
ま
つ
り
大
会
盛
会

　
　
　
　
東
京
仏
教
団
が
主
催

　
東
京
仏
教
団
、
文
京
仏
教
会
主
催
に

よ
る
「
東
京
花
ま
つ
り
大
会
」
は
四
月

八
日
正
午
開
場
に
よ
っ
て
、
東
京
後
楽

園
の
文
京
公
会
堂
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　
会
は
東
京
花
ま
つ
り
会
総
務
の
栗
本

俊
道
氏
の
開
会
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
長

り
灌
仏
式
典
が
荘
厳
に
と
り
行
わ
れ
、

記
念
講
話
が
あ
っ
て
、
丈
京
四
仏
教
会

代
表
服
部
太
元
氏
閉
会
の
挨
拶
で
第
一

部
式
典
を
と
じ
た
。
つ
い
で
第
二
部
の

清
興
に
移
り
、
立
体
漫
才
、
現
代
落
語

浪
曲
、
歌
謡
曲
な
ど
で
楽
し
い
一
時
を

す
ご
し
、
午
後
四
時
頃
散
会
と
な
っ

た
。　
な
お
当
日
は
全
仏
か
ら
狩
野
組
織
局

長
が
出
席
し
敬
意
を
表
し
た
。

　
　
世
界
仏
教
協
会
の
花
ま
つ
り

　
　
世
界
仏
教
協
会
（
会
長
野
依
秀
市
氏
）

　
主
催
に
よ
る
「
花
ま
つ
り
の
集
い
」
は

　
四
月
四
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
大
手
町

　
の
産
経
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

　
さ
れ
、
友
松
円
諦
神
田
寺
主
管
、
山
本

杉
参
議
院
議
員
、
清
水
祐
之
築
地
本
願

寺
輪
番
、
作
家
の
寺
内
大
吉
氏
、
そ
れ

　
に
野
依
秀
市
世
界
仏
教
協
会
長
ら
の
記

　
念
講
演
が
あ
り
、
終
っ
て
余
興
と
し
て

林
家
三
平
の
落
語
に
楽
し
い
一
時
を
す

　
ご
し
た
。

　
　
親
鷲
聖
人
大
遠
忌
を
記
念

　
　
　
音
楽
と
講
演
の
集
い

　
　
親
鶯
聖
人
七
百
回
大
遠
忌
を
記
念
し

　
て
本
願
寺
派
東
京
教
区
仏
教
青
年
連
合

会
で
は
、
去
る
四
月
二
十
一
日
午
後
一

時
か
ら
、
東
京
朝
日
新
聞
社
講
堂
に
お

「
い
て
「
音
楽
と
講
演
の
集
い
」
を
催
し
た

当
日
は
築
地
仏
教
聖
歌
合
唱
団
出
演
に

よ
り
仏
教
聖
歌
が
合
唱
さ
れ
、
終
っ
て

記
念
講
演
と
し
て
、
早
大
教
授
仁
戸
田

六
三
郎
氏
が
「
親
鶯
と
現
代
」
、
本
部

講
師
松
本
徹
昭
氏
が
「
仏
教
と
青
年
」

に
つ
い
て
夫
々
記
念
講
演
を
な
し
た
。

次
い
で
民
族
舞
踊
と
し
て
、
日
本
、
イ

　
ソ
ド
ネ
シ
ヤ
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
等
の
舞

踊
が
踊
ら
れ
四
時
頃
閉
会
し
た
。

　
な
お
終
っ
て
か
ら
懇
親
会
が
五
時
半

か
ら
は
じ
ま
り
、
盛
況
裡
に
七
時
半
頃

噛
散
会
と
な
っ
た
。

卜．冴．
職竃⊃、’　　　　　噌「　P　　　　暫

裡
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◇
日
蓮
宗
で
は
さ
き
に
寺
町
婦
人
研
修

会
を
開
い
て
好
評
で
あ
っ
た
が
、
二
月

二
十
、
　
一
日
の
両
日
に
亘
っ
て
、
日
蓮

宗
尼
僧
研
修
会
を
瑞
龍
寺
で
初
め
て
開

い
た
。
同
寺
は
古
く
か
ら
尼
僧
の
根
本

道
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
参
加
者

は
五
十
名
を
越
え
た
と
い
う
。

◇
北
九
州
市
の
誕
生
を
機
に
、
旧
市
内

に
あ
っ
た
真
言
宗
各
派
の
寺
院
教
会
九

十
八
か
寺
が
一
丸
と
な
っ
て
発
足
し
た

北
九
州
市
真
言
宗
各
派
連
合
は
、
布
教

活
動
の
一
本
化
を
ね
ら
っ
て
二
月
十
七

　
　
　
　
　
　
日
小
倉
区
北
方
事
務
所

、
掩
．
，
、
～
、
’
　
の
宝
明
院
で
第
一
回
研

．’

A・ハ’巳）’暫）’「）～｛｝～ヘリダ、’～，～’

〉一睡教官ニュースー
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修
会
を
開
き
、
毎
日
新

聞
整
理
部
長
の
「
マ
ス

コ
ミ
と
宗
教
」
と
い
う

講
演
を
聴
き
新
興
宗
教

対
策
等
に
つ
い
て
討
議

し
た
。

◇
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

で
は
、
一
昨
年
の
宗
祖

七
〇
〇
回
忌
を
機
に
産

業
界
で
の
活
動
を
は
か

ろ
う
と
、
鐙
仰
会
や
産

業
道
交
会
を
結
成
し
た

が
、
産
業
道
交
会
に
よ

る
錬
成
会
や
研
修
会
を

行
な
う
企
業
体
が
増
し

こ
の
三
月
中
の
日
程
で
も
次
の
様
に
な

っ
て
い
る
。
大
阪
・
丸
嘉
機
械
K
K
の

新
入
社
員
二
十
名
の
研
修
会
二
十
五
日

間
。
大
阪
市
内
の
商
店
経
営
者
と
そ
の

主
婦
及
び
従
業
員
七
十
三
名
の
研
修
会

東
邦
紡
績
K
K
の
社
員
百
名
の
研
修
会

四
日
間
。
岸
和
市
内
の
労
使
代
表
唱
名

の
人
間
形
成
講
座
。
大
阪
シ
マ
ノ
工
業

の
社
員
七
十
名
等
で
、

形
成
に
関
す
る
講
話
な
ど
が
主
と
な
っ

て
い
る
。

◇
真
宗
高
田
派
で
は
昨
年
以
来
進
め
て

き
た
短
大
を
、
同
派
の
高
田
学
苑
に
開
－

設
す
る
事
に
決
定
。
学
科
は
社
会
福
祉

科
、
保
育
科
、
家
政
科
で
各
科
四
十
名

の
定
員
。
来
春
四
月
か
ら
開
設
予
定
で

あ
る
。

◇
高
野
山
真
言
宗
定
期
宗
会
は
、
二
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
に
わ
た
っ
て

総
本
山
金
剛
峯
寺
で
開
か
れ
、
座
主
選

挙
法
等
を
改
正
す
る
こ
と
を
可
決
し
た

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
。

①
座
主
選
挙
法

　
こ
れ
ま
で
の
座
主
・
管
長
の
推
戴
制

を
間
接
公
選
制
に
改
め
、
任
期
も
三
年

を
五
年
に
延
長
す
る
。
選
出
は
「
宗
会

議
員
」
　
「
宗
務
支
所
長
」
　
「
高
野
山
塔

頭
寺
院
正
住
職
が
互
選
し
た
も
の
」
が

選
出
し
た
五
人
の
座
主
候
補
中
か
ら
、

全
国
寺
院
教
会
の
正
住
職
が
選
挙
す
る

こ
と
に
な
る
。
従
来
の
座
主
推
戴
会
の

委
員
は
、
書
宿
が
互
選
し
た
者
四
人
、

船
宿
以
外
の
宗
会
議
員
が
互
選
し
た
者

四
人
及
び
執
行
長
で
組
織
さ
れ
て
い
た

②
宗
会
議
員
の
定
数
と
選
挙
区
の
変
更

　
現
行
の
宗
会
議
員
定
数
の
特
選
議
員

（
金
剛
塗
奏
者
宿
選
出
議
員
）
十
名
を

六
名
、
公
選
議
員
十
六
名
を
二
十
二
名

と
す
る
原
案
が
、
前
者
温
良
、
後
者
二

十
五
名
と
修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
選
挙
区
の
改
正
も
行
な
わ
れ
た
。

③
賦
課
金
の
値
上
げ

　
現
行
の
一
指
数
二
十
七
円
の
割
当
て

を
三
円
増
額
し
て
、
三
十
円
に
値
上
げ

し
た
。

　
以
上
①
②
の
件
は
、
先
の
定
期
宗
会

で
の
要
望
に
こ
た
え
て
す
す
め
ら
れ
て

き
た
「
制
度
調
査
会
」
の
答
申
に
よ
っ

て
議
案
が
上
程
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

◇
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
三
月
七

い
ず
れ
も
人
間
一
日
か
ら
十
日
同
派
の
全
国
組
長
会
、
前

　
　
　
　
　
　
一
組
長
合
同
を
催
し
た
。
こ
の
組
長
は
、

当
局
任
命
の
教
務
所
長
と
末
端
寺
院
住

職
と
の
中
間
に
立
っ
て
、
当
局
か
ら
の

矢
つ
ぎ
ば
や
の
指
示
事
項
と
末
端
寺
院

か
ら
の
不
満
と
の
問
に
あ
っ
て
対
処
し

て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
質
疑
や
問
題
提

出
の
な
か
に
既
成
寺
院
の
直
面
し
て
い

る
重
要
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

例
え
ば
、
僧
侶
の
体
質
改
善
の
た
め
、

得
度
及
び
教
師
、
住
職
の
法
規
を
重
視

せ
よ
、
宗
会
制
度
の
改
革
を
行
な
っ
て

小
坊
住
職
も
加
わ
る
様
に
せ
よ
、
教
区

組
、
寺
院
中
心
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
先

端
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
組
長
の
会

同
も
年
一
回
開
け
、
組
長
の
年
俸
千
円

を
上
げ
て
優
遇
せ
よ
、
伝
道
院
の
教
化

に
外
国
語
が
多
す
ぎ
る
、
教
学
予
算
が

少
な
い
、
派
遣
講
師
に
人
材
を
ま
わ
せ

農
山
村
寺
院
は
人
口
減
少
に
伴
な
っ
て

年
々
疲
弊
し
、
老
人
だ
け
が
守
る
寺
院

と
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
寺
院
の
統
廃

合
を
考
え
よ
、
等
が
見
ら
れ
る
。

◇
か
ね
て
か
ら
朝
比
奈
宗
源
師
等
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
世
界
連
邦
日

本
仏
教
徒
協
議
会
」
は
本
年
八
月
二
十

四
日
か
ら
三
十
日
の
間
、
東
京
及
び
京

都
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
第
十
一
回
世

界
連
邦
世
界
大
会
を
機
に
仏
教
会
に
も

強
力
な
こ
の
運
動
の
組
織
を
つ
く
る
た

め
、
三
月
八
日
学
士
会
館
で
、
そ
の
結
－

成
式
と
総
会
を
開
い
た
。

◇
浄
土
宗
で
は
、
合
同
前
の
布
教
師
会

の
一
本
化
を
は
か
り
、
合
同
以
来
当
布
・

教
師
会
の
幹
部
と
宗
務
当
局
と
が
協
議
　

を
重
ね
て
い
る
。
一
本
化
と
い
う
点
で

は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
が
、
名
称
の
㎝

点
で
更
に
意
見
を
ま
と
め
る
事
に
し
た

法
式
関
係
で
は
、
浄
土
宗
法
式
会
と
知
．

恩
院
の
法
式
研
究
会
と
の
一
本
化
は
す
一

で
に
出
来
て
い
る
の
で
、
こ
の
布
教
師
一

会
の
一
本
化
が
実
現
す
れ
ぽ
、
合
同
の

形
が
整
う
模
様
。

◇
天
台
宗
で
は
、
さ
き
に
宗
内
寺
院
の

な
か
に
未
だ
宗
教
法
人
の
認
証
を
受
け

て
い
な
い
寺
院
が
か
な
り
あ
り
、
処
分

問
題
も
お
こ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

　
宗
務
庁
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
で

　
九
十
六
か
寺
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
寺
院
が
法
人
の
手
続

　
き
を
と
る
様
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
れ
ら
非
法
人
寺
院
に
は
、
兼
務
住
職

　
や
維
持
困
難
な
寺
院
も
あ
る
の
で
、
こ

　
の
法
人
化
へ
の
過
程
で
整
理
さ
れ
て
く

　
る
寺
院
も
出
て
く
る
様
子
で
あ
る
。

　
◇
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
で
は
戦
災
に

　
あ
っ
た
伽
藍
復
興
を
、
三
十
一
年
以
来

　
続
け
て
き
た
が
、
近
く
完
成
し
、
今
秋

　
十
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
、
伽
藍
総
革

　
慶
法
要
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同

　
時
は
直
結
し
た
檀
信
徒
を
も
た
な
か
っ

　
た
の
で
そ
の
復
興
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

　
が
、
三
十
二
年
に
奉
賛
会
が
結
成
さ
れ

　
て
以
来
募
財
機
構
も
強
化
し
た
と
い
わ

　
れ
、
そ
の
復
興
完
成
ま
で
に
六
億
円
投

ぜ
ら
れ
た
。

　
◇
京
都
国
立
博
物
館
で
は
三
月
十
六
日

　
同
博
物
館
陳
列
室
正
面
玄
関
の
阿
弥
陀

如
来
像
前
で
、
清
水
寺
、
東
福
寺
、
知

一
恩
院
、
高
台
寺
、
建
仁
寺
、
妙
法
寺
、

「
智
積
院
、
泉
涌
寺
ら
各
寺
院
の
出
仕
で

仏
像
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
供
養

は
戦
時
中
か
ら
途
絶
え
て
い
た
の
を
昨

秋
か
ら
復
活
し
た
も
の
で
、
博
物
館
で

展
覧
さ
れ
る
仏
像
が
、
信
仰
の
対
象
で

な
く
美
術
鑑
賞
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
ら
、
年
一
度
彼
岸
会
近
く
に

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

全
日
佛
婦
関
東
支
部

　
栃
木
刑
務
所
を
慰
問

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
関
東
支
部

（
事
務
局
長
船
口
暉
子
氏
）
で
は
、
四
月

七
日
栃
木
刑
務
所
を
訪
れ
、
食
料
品
、

着
物
、
お
茶
の
道
具
な
ど
約
三
十
名
の

会
員
が
持
参
し
、
四
百
名
に
上
る
囚
人

達
を
慰
問
激
励
し
た
。
な
お
こ
の
催
し

は
毎
年
仏
婦
が
行
っ
て
来
た
も
の
で
花

ま
つ
り
行
事
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も

つ
づ
け
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

真
宗
木
辺
派
宗
務
長
決
ま
る

　
三
月
十
日
死
亡
し
た
真
宗
木
辺
派
宗

務
長
仲
井
義
照
師
の
後
任
と
し
て
石
原

円
成
師
が
三
月
三
十
日
付
で
就
任
し
た

　
　
法
華
経
寺
貫
首
に
増
田
耳
遠
師

　
中
山
七
宗
管
長
、
大
本
山
法
華
経
寺

貫
首
に
、
こ
の
ほ
ど
前
身
延
山
法
主
の

増
田
日
遠
師
が
推
戴
さ
れ
、
五
月
七
日

午
後
二
時
か
ら
大
本
山
法
華
経
寺
（
千

葉
県
市
川
市
中
山
町
）
に
お
い
て
増
田

師
の
晋
山
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
文
部
省
宗
務
課
長
に

　
　
　
中
城
堅
吉
氏
就
任

　
文
部
省
調
査
局
宗
務
課
長
近
藤
春
文

氏
は
こ
の
ほ
ど
退
任
し
、
四
月
二
日
付

で
中
城
堅
吉
氏
が
新
任
し
た
。

　
な
お
新
旧
両
課
長
は
四
月
六
日
午
前

十
一
時
全
仏
へ
挨
拶
に
訪
れ
、
各
局
長

と
懇
談
し
た
。

　
近
藤
前
課
長
は
、
日
本
放
送
協
会
学

園
高
等
学
校
の
副
校
長
に
就
任
し
た
。

　
な
お
新
任
の
中
城
堅
吉
宗
務
課
長
は

元
日
本
学
術
会
議
事
務
局
庶
務
課
長
の

要
職
に
あ
ら
れ
た
ゆ

　
　
小
松
浄
読
師
急
逝

　
元
日
蓮
宗
宗
務
総
長
、
東
京
墓
地
対

策
委
員
長
な
ど
要
職
に
あ
り
乍
ら
従
横

の
活
躍
を
し
て
い
た
小
松
浄
祐
師
（
東

京
谷
中
日
蓮
宗
深
壕
寺
住
職
）
は
か
ね

て
か
ら
板
橋
日
大
病
院
へ
入
院
加
療
中

の
と
こ
ろ
、
四
月
十
三
日
午
前
四
時
十

五
分
心
臓
衰
弱
の
た
め
遷
化
さ
れ
た
。

　
密
葬
は
池
上
本
門
寺
貫
首
伊
藤
日
定

大
僧
正
の
導
師
に
よ
り
四
月
十
六
日
午

後
一
時
よ
り
自
坊
に
於
て
し
め
や
か
に

執
行
さ
れ
た
が
、
全
野
か
ら
局
長
部
長

ら
が
参
列
し
師
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
行

年
五
十
六
才

　　’価」－r
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野
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協訥　虚沖隻、，

ざ測一r哨夢理
’　　＝　“」「「　、


